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研究成果の概要（和文）：本研究の課題はイギリス起源のコンテンツが「アメリカ」ヴァージョンに作り替えら
れる英語圏文化で最も重要な現象のメカニズム解明を信仰復興、ジェンダー表象、シェイクスピア上演、オース
ティン受容の4部門で行うことである。それぞれ17世紀から20世紀の信仰復興現象と17世紀イングランドにおけ
る「新世界」表象、18世紀感傷小説と19世紀家庭小説、17世紀から20世紀の英米におけるシェイクスピア上演、
およびオースティンとオースティンの影響を受けた英米作品を分析することにより、「アングロファイル」の
「アメリカナイゼーション」がたどった道とその過程で生み出される文化現象の複雑さ豊かさを描き出した。

研究成果の概要（英文）：This project, "Anglophilia and Americanization in the US in the 19th 
Century," examines the ways in which cultural practices that originated in England were "
Americanized" and produced as "American" contents in the US in the 19th century. We analyze this 
process of Americanization from four different perspectives: religious enthusiasm, gender, 
Shakespeare, and Jane Austen. Seen from these viewpoints, the findings reveal considerable diversity
 in the process of Americanization, including non-linear and back-and-forth trajectories, and even 
divergence to a new Americanness.

研究分野： アメリカ史・アメリカ研究

キーワード： アメリカナイゼーション　アングロファイル　ピューリタニズム　信仰復興　ルイザ・メイ・オルコッ
ト　シェイクスピア　オースティン　ナショナル・アイデンティティ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、今日グローバルに拡散する英語圏文化の中でとりわけ受容される「アメリカ的」なものの軌跡を具
体的かつ歴史的に明確に示したことにより、今後の英語圏文化受容研究にとって重要な基礎資料及び視座を提供
することができた。
　さらに本研究は4部門で個別的に具体的対象を分析することにより、信仰問題、シェイクスピア上演の地域ヴ
ァージョン、英米のジェンダー表象、19世紀イギリス文学の受容に関して、従来の地域割り・細分化の視点とは
全く異なる広い射程のもとに新たな成果を上げることができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
アメリカ文学におけるアメリカの独自性の研究は、これまで主に移民とその異なる文化がい

かにアメリカ化されていくかという「ドメスティケーション」の観点から追及され、近年では 
Amy Kaplan (2005)や Carol J. Singley (2011)のような充実した成果が出た。しかしアメリカ
にとって「親」にあたるイギリスから アメリカ文学がいかにアメリカらしさを獲得したかの過
程については、Amy Dunham Strand (2008)の研究はあるが十分とはいえない。本来イングラ
ンド（イギリス）から移植された文学・文化様式（コンテンツ）がどの程度忠実に複製された
のか、あるいはその諸特性がアメリカの受容者の好みに合うようどのように変換されたのかは、
イギリス文学研究者も加えた検証と再検討が不可欠である、という問題意識の共有のもと、共
同研究を開始した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、19 世紀のアメリカ文学で「イギリスらしさ(Britishness)」はどこまで忠

実に複製されたのか、さらにその複製と表裏一体の現象であるアメリカの文化的アイデンティ
ティの形成はどのような意識のもとにどのような過程を経て生まれたのか、検証することであ
る。また、非英語圏「移民文化」の「ドメスティケーション」を中心とする「アメリカ化
(Americanization)」研究を修正すべく「イギリス好み (anglophile)」と「アメリカ化」のせめ
ぎあいに焦点を当てる。本研究課題の最終目標は近代アメリカ社会にイングランド（イギリス）
を起源とする文化的産物が移植され、さらにアメリカ化された独自のヴァージョン 19 世紀後
半以降グローバルに拡散する歴史的過程とその特質を解明することである。 
 
３．研究の方法 
イギリス文学・文化研究者 2名とアメリカ文学・文化研究者 2名の共同作業により、イギリ

ス起源のコンテンツが「アメリカ」ヴァージョンに作り替えられる英語圏文化で最も重要な現
象のメカニズム解明を信仰復興、ジェンダー表象、シェイクスピア上演、オースティン受容の
4 部門で遂行した。初年度は 4 つの部門においてイギリス文学・文化コンテンツがアメリカに
おいてどれだけ忠実に複製されたのか、英米文学・文化研究者共同の検証と再検討を通じてア
ングロファイルの文化的強度を可能な限り正確に計測した。翌年は各部門における「アメリカ
ニズム／アメリカネス」言説を可能な限り拾い上げ、対応する「ブリティッシュネス」言説と
比較しその共通する諸特性を特定化した。最終年度は現在グローバルに流通する「アメリカニ
ズム／アメリカネス」がどの点でどの程度固有のものであるかを検討した。 
 
４．研究成果 
 第 1 部門（ピューリタニズムと信仰復興）で荒木は、20 世紀と 17 世紀の信仰復興現象の分
析、および 17 世紀イングランドにおけるピューリタンと「新世界」の関係の分析を通じ、イン
グランド領植民地においてアメリカナイゼーションの大きな契機であった信仰の追求が、時代
が下るとまた別のアメリカナイゼーションとも呼べる側面を見せる過程を検証した。 
 第 2 部門（ジェンダー表象）で田辺は、18 世紀末アメリカ感傷小説が 19 世紀アメリカ家庭
小説へと展開していく際、イギリスを中心とするヨーロッパの文学／文化を読者に受け入れや
すい形に転化しながら取り込むことにより、「アメリカらしさ」の文学的表象として家庭小説を
広く内外に認知させるに至ったことを分析した。 
 第 3 部門（シェイクスピア上演）で中野は、シェイクスピア受容に関する限り、皮肉なこと
にアングロファイルのアメリカが 17 世紀・18 世紀のイギリス文化の諸特性を保存しており、
さらにこの諸特性が 20 世紀のアメリカ的なシェイクスピア上演および受容の基盤になる現象
を分析した。 
 第 4部門（オースティン受容）で吉野は、Austen 受容の検証から、イギリス文学作品が「ア
メリカ的」感受性に合わせて編集する文化複製の特性と、その弊害として、「アングロファイル」
の北米文学観光者が、イギリス現地で直面した「イギリスらしさ」の複雑な構成要素に当惑す
る現象を検証し、この現象が現代の文化複製の傾向に通じる可能性も考察した。 
 全部門を通じ、「アングロファイル」の「アメリカナイゼーション」は多方面へ進んでいるこ
と、またそれは一方向とも限らず、逆行することもあればまた新たなものを生み出す動きであ
ることもあり、各部門では個々の事例からそれらの過程で生み出される文化現象の複雑さ豊か
さを検証した。 
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